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50年度で建設した主な施設
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　昭和50年度に、市では学校・公民館・公園・而

営住宅・道路・上下水道・農業構造改善など、多

くの建設事業をすすめてきました。

　その中の一部施設を写真でご紹介いたします。

50年度主な事業

業
業
業
業
合
金
業
金
金
業
業
・
業
業
業
業
校
業
校
業
業
業
業
業

失
交
農
市
緊
対
林
県
圃
遊
老
道
公
公
福
白
屋
福
へ
各
白
災
下

12，638千・円

　5，490干円

120，736千円

11，773千円

19，858千円

19，690千円

　6，903千円

10，514千円

　6，000千円

11，331干円

190，703干円

114，129壬円

10，496干円

157，762干円

39，183干円

11，827千円

17，324下」F1弓

51，516下・円

4，775モ円

10，050ト円
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白石市「財政状況の公表に関する条例」の

定めるところにより昭和50年10月1日から

昭和51年3月3i日までの期問について市の

財政状況をお知らせいたします。

　昭和51年6月1目

白石市長麻生寛道

昭和5脾度一般会計齢予算構成図

依

地方交付税

　　1，049，635干円
存

（27・5％）　継争糠

　　　　　窪蝕蓄｛｝鱗革海

　　　　　　ぐ購醗

財　　国県支出金

795，977千円

［自

市　　税
主

1，321，140千円

その他

（34．6％〉

　　　　　　　市　　　397，406千円
　　（20・8％）　　　（10．4％）

　　　　　　　債
源　　　　　　　　・細ひ
　　　　　　　　　　　娩

源

財

　　　　　　　‘550勘
175，500干円（4．6％）

財産収入134，998干円（3．5％1
繰越金115，874干円（3，0％）
諸収入　55，122干円（1．5％）

分担金及
び負担金　45・341干円（L2％）

使用料及
び手数料　38・714干円（1・0％1

寄附金　6，683干円（O．2％）

繰入金　　674干円（一）

｛　地方譲与税27，392干円（0。7％）
　自動車取得税交付金　50，002千円（1．3％）
　交通安全対策特別交付金　4，012千円（O．1％）

115，023干円（3．0％）

133，511干円

　13．5％）

叢霧璽灘碓凝漉
　　　　　　　　似婁3妻i廃撤｝

　　　、

証瀞
（9．2％）

土木　費
487，476千円

そ
の
他

土　　地

　352．860m2

車　　輔

54台

建　　物

92．l　l3m～

（12．8％）

総務費

859，889干円

基金及び証券

251．038千円

歳餓弟算鐙

3鰍鰯導轡
（瞬齢

民生　費

707，375千円

（18．5％）

（22，5％）

教育費
717，810一干円

（18．8％）

昭和50年度再騎会計別総括表
　　　　　　　　　　昭和引年3月31日現在〔単位千円）

会計別

一般会計

国民健康保険

白石市簡易水道

宅地造成事業

貸付資金
合　計

予算現額

3，821，064

855、678

7、076

328，200

5，012，018

歳 入

調定額

3，735，137

823，799

7，627

326，498

4，893，051

収入済額

3，490，894

η7，961

6、868

326，498

4，622、221

未収入額

2個，243

25、838

759

0

2ア0，840

歳　　出

支出済額

3、195、501

729ず336

6，410

326，498

4，257，745

予算残額

625，563

［26，342

666

1，アG2

フ54、273
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い

る
こ
と
な
！
＼
充
分
使
い

う
に
心
が
け
で
、
い
ま
す
。

、
心
、
距
∀
寸

鞠

◎
響

癬
華
箋
ざ

　
　
ハ

　　ミ

議

県
消
費
者
保
護
条
例
四
月
施
行

こ
な
す
よ

4

主
婦
は

　
買
物
の

　
　
　
エ
キ
ス
パ
ー
ト

司
会
　
今
日
は
、
家
計
を
あ
ず
か
る

主
婦
の
方
々
に
お
出
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
物
価
高
の
中
に
お
い
て
、
何

に
か
と
や
り
繰
り
上
手
な
皆
さ
ん
に
、

消
費
者
と
し
て
良
い
ア
イ
デ
ア
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菊
地
　
節
約
を
す
る
。
工
夫
を
す
る
。

物
の
生
命
を
大
切
に
す
る
。
じ
っ
と

我
慢
を
し
て
ま
に
あ
わ
せ
る
。
既
成

食
品
を
利
用
し
な
い
で
、
手
ま
め
に

料
理
を
す
る
。
衝
動
買
い
を
し
な
い

で
、
必
要
な
も
の
を
必
要
な
だ
け
小

売
店
で
買
う
よ
う
に
す
る
。
余
計
な

物
を
買
わ
ず
に
、
貯
蓄
を
す
る
以
上

の
よ
う
な
事
に
心
が
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

角
張
　
例
え
ば
、
着
る
も
の
で
す
と
、

更
生
し
て
利
用
す
る
等
更
生
出
来
る

も
の
は
、
更
生
す
る
こ
と
。
不
用
な

物
は
買
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

メ
モ
を
し
て
買
物
に
行
く
よ
う
、
心

が
け
て
い
ま
す
。

竹
川
　
砂
糖
、
油
、
粉
等
日
用
品
は
、

安
売
り
の
日
に
買
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
庭
の
片
隅
に
子
供
達
と

野
菜
を
作
り
ま
に
あ
わ
せ
て
い
ま
す
。

栗
原
　
買
っ
た
も
の
は
、
無
駄
に
す

消
費
者
が

　
泣
寝
入
り
し
な
い

　
　
　
た
め
に
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喜
き
　
　
課
係

伸
多
ゆ
の
昭
民
民

　
　
　
　
　
市
市

互
川
地
張
原

使
　
　
　
　
槻
川

勅
竹
菊
角
栗
大
中

主　　　　婦
主　　　　婦
消費者の会
消費者の会
消費生活相談員
助　　言　　者
司　　　　会

《出　席　者》
1順不同・敬称略）

　
い
ま
、
全
国
各
地

で
消
費
者
活
動
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
市
内
で
も
、
消
費

者
の
会
や
奥
様
大
学

な
ど
こ
う
し
た
気
運

づ
く
り
に
着
々
と
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
消
賛
者
運
動

は
、
主
と
し
て
主
婦

が
中
心
に
な
つ
て
い

る
も
の
で
す
が
、
活

動
の
高
ま
り
は
、
主

婦
の
消
費
生
活
へ
の

認
識
の
高
ま
り
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
、
主
婦

の
万
々
に
お
集
り
を

い
た
だ
き
、
消
費
に

つ
い
て
お
う
か
が
い

い
た
し
ま
し
た
。

司
会
　
色
つ
き
の
包
装
袋
に
入
っ
て

い
る
た
め
に
、
中
身
が
腐
っ
て
お
る

の
か
解
ら
な
か
っ
た
と
か
、
量
目
不

足
等
苦
情
が
あ
り
ま
す
が
…
…
。

角
張
　
消
費
者
は
弱
い
と
二
．
目
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
皆
ん
な

で
勉
強
し
て
、
強
い
賢
い
消
費
、
者
と

な
る
よ
う
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
手
は
じ
め
に
、
買
っ
た
品
物
は
、

す
ぐ
セ
ロ
フ
ァ
ン
、
ビ
ニ
！
ル
袋
か

ら
は
ず
し
て
、
冷
蔵
庫
に
保
管
す
る

と
か
、
ま
た
製
造
月
日
、
添
加
物
、

量
目
の
確
認
か
ら
始
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

竹
川
　
パ
ヴ
ク
入
れ
に
な
っ
て
い
る

野
菜
、
魚
等
は
、
小
人
数
の
家
庭
で

は
多
過
ぎ
る
場
合
が
あ
り
、
無
駄
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
出
来
れ
ば
、

大
、
中
、
小
の
パ
ッ
ク
入
れ
が
欲
し

い
で
す
ね
。

勅
使
互
　
買
物
を
し
て
家
に
帰
っ
て

レ
シ
！
ト
と
照
合
し
た
ら
、
レ
ジ
の

打
ち
問
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
買
物

客
に
わ
か
る
よ
う
な
レ
ジ
を
打
っ
た

金
額
が
表
示
さ
れ
る
、
電
光
表
．
不
板

の
よ
う
な
も
の
を
設
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
衣
灯
、
の
大

き
さ
の
表
示
S
・
M
・
L
・
号
数
が

メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
で
、
、
ま
ち
ま
ち
で

。
慮
‘

廷

着
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
メ
ー
カ
ー
の
表
示
統
一
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

栗
原
　
表
示
は
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て

異
っ
て
お
り
ま
す
。
消
費
生
活
協
議

会
で
も
、
と
り
あ
げ
各
業
界
に
表
示

の
統
一
を
す
る
よ
う
に
申
し
入
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
買
物
を
す
る
場
合

安
い
か
ど
う
か
、
見
わ
け
る
知
識
が

必
．
要
で
す
。
ま
ず
身
近
か
な
”
奥
様

大
学
”
に
入
っ
て
勉
強
さ
れ
る
よ
う

お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

菊
地
　
パ
ッ
ク
入
れ
に
し
た
、
野
菜
、

肉
、
魚
な
ん
で
も
日
付
け
を
明
記
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

対
策

　
あ
の
手

　
　
　
　
こ
の
手

助
言
者
　
市
と
し
て
は
、
消
費
者
を

守
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
事
を
し

て
い
ま
す
。

0
　
消
費
生
活
相
談
員
二
名
（
栗
原
、

追
木
両
相
談
員
）
を
委
嘱
し
て
、
市

役
所
二
階
に
相
談
室
を
設
け
、
毎
週

水
・
木
・
金
曜
日
午
前
八
時
半
か
ら

午
後
五
時
ま
で
、
消
費
相
談
、
指
導

助
一
．
頁
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

の
　
賢
こ
い
消
費
者
と
な
る
た
め
、

9
様
大
学
を
開
溝
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
七
月
開
講
予
定
で
す
。
一
人

で
も
多
く
の
方
々
が
、
参
加
さ
れ
ま

す
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

⇔
　
消
費
者
の
会
の
育
成
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
他
価
額
表
示

店
の
協
力
推
進
等
、
消
費
者
と
商
店

の
中
間
に
あ
っ
て
、
消
費
者
保
護
に

努
力
し
て
お
り
ま
す
。

物
価
高
に
挑
戦

　
消
費
者
の
会

　
　
　
　
　
大
会
躍

司
会
　
市
内
に
唯
一
の
消
費
者
の
会

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
”
消
費
者
の

会
”
の
実
情
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

菊
地
　
私
達
消
費
者
の
会
は
、
市
内

全
域
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
し
て
、
百

八
十
名
の
会
員
に
よ
り
運
営
し
て
お

り
ま
す
。
生
活
の
簡
素
化
運
動
、
不

用
品
の
活
用
会
、
業
者
と
の
懇
談
会

等
を
し
て
お
り
ま
す
。
出
来
れ
ば
、

市
の
広
報
の
一
部
を
割
愛
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
消
費
者
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り

あ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
一
人
で
も
多
く
の
消
費
者
に

P
R
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
消
費
生
活
相
談
員
の
仕
事
に

つ
い
て
、
お
う
か
が
い
い
た
し
ま
す
。

栗
原
　
「
食
品
を
買
っ
た
ら
、
中
身
が

腐
っ
て
い
た
」
「
食
品
添
加
物
の
安
全

性
は
」
…
…
な
ど
私
達
の
ま
わ
り
に
は
、

消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
や
、
相
談

ご
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を

皆
さ
ん
は
、
ど
う
処
理
し
て
い
ま
す

か
…
…
こ
の
よ
う
な
問
題
を
消
費
者

の
皆
さ
ん
の
身
に
な
っ
て
、
共
に
考

え
、
調
査
し
、
問
題
を
解
決
し
て
い

く
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

勅
使
互
　
消
費
生
活
相
談
員
制
度
、

消
費
者
の
会
等
が
、
こ
の
よ
う
に
活

躍
し
て
い
て
も
、
末
端
ま
で
浸
透
し

て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
出
来
れ

ば
地
区
集
会
所
等
に
出
向
い
て
、
移

動
相
談
所
を
開
設
し
て
は
如
何
で
し

よ
、
　
》
o

　
つ
カ保

護
法
が
出
来
て
も

日
頃
の
勉
強
が
大
切

司
会
　
消
費
生
活
の
安
定
と
向
上
を

図
る
た
め
「
消
費
生
活
の
保
㎏
に
関

す
る
条
例
」
が
四
月
］
日
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
条
例
の
主
な
内
容
を
お

う
か
が
い
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

助
言
者
　
保
護
法
の
主
だ
っ
た
事
を

申
し
あ
げ
ま
す
と
、

　
第
一
は
県
民
の
消
費
生
活
の
安
定

と
向
上
を
図
る
た
め
、
県
、
市
、
事

業
者
の
責
務
と
消
費
者
の
役
割
を
明

ら
か
に
し
た
こ
と
で
す
。

　
第
二
は
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
も
た

ら
す
危
害
か
ら
県
民
の
生
命
や
健
康

等
を
守
る
こ
と
で
す
。

　
第
三
は
消
費
者
が
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
選
択
が
正
し
く
で
き
る
よ
う
必

要
な
措
置
を
す
る
こ
と
で
す
。

　
第
四
は
賢
い
消
費
者
づ
く
り
に
努

め
る
こ
と
で
す
。

　
第
五
は
消
費
者
被
害
で
泣
き
寝
入

り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。

　
第
六
は
生
活
必
需
品
の
品
不
足
や

高
値
で
困
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
努

め
る
こ
と
で
す
。

　
第
七
は
消
費
生
活
の
安
定
と
向
上

を
図
る
、
施
策
は
広
く
県
民
の
意
向

が
反
映
さ
れ
た
も
の
に
す
る
こ
と
で

す
。
以
上
こ
の
条
例
は
、
消
費
者
が

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
か
ら
受
け
る
被
害

の
未
然
防
止
や
、
発
生
し
た
被
害
の

救
済
に
役
立
た
せ
よ
う
と
し
た
も
の

で
、
事
業
者
を
規
制
す
る
だ
け
が
目

的
で
は
な
く
、
事
業
者
、
消
費
者
、

行
政
が
対
話
と
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
責
任
と
役
割
を
果
た
し
力
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
が

う
た
っ
て
あ
り
ま
す
。

菊
地
　
も
う
少
し
早
く
こ
の
条
例
が

出
来
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
も
消
費
者
保
護
条
例
が
出
来
て
、

私
達
の
生
活
が
安
定
し
健
全
な
日
常

生
活
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
消
費

者
と
し
て
、
よ
り
一
層
勉
強
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

勅
使
互
　
私
達
消
費
者
の
羅
針
盤
と

し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

角
張
　
消
費
者
の
会
の
よ
き
資
料
と

し
て
取
リ
上
げ
、
研
修
会
等
で
勉
強

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹
川
　
消
費
者
保
護
条
例
が
出
来
て
、

私
達
も
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
条
例
が
あ
る
こ
と
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
P
R
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

司
会
　
お
忙
が
し
い
と
こ
ろ
、
お
集

り
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
大
変
有
意
義
な
ご
意
見
や

ご
要
望
に
対
し
て
、
市
と
し
て
も
無

駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
消
費
者
、
事

業
者
と
共
に
、
力
を
合
わ
せ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

第16回白石市総合体育大会

　7月18日　白石女子高外
種目…陸上・柔道・剣道・バレーボール

　　卓球・水1永・弓道・ノくドミントン

　　庭球・野球・民謡・登山競技
　　クレー射撃・ソフトボール・歩け歩け運動

申込み…各種目別競技団体へ

子ども会

キャンプファイヤーのつどい

　　8月5日～6日
　　　　白石市青少年の家
　小学5年生以上、中学生

　会　費　600円
　申込み　7月31日まで市教育委員会へ
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駿
　
　
　
　
第
二
十
六
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
七

月
一
日
か
ら
一
カ
月
聞
、
全
国
一
斉

に
く
り
広
げ
ら
れ
、
今
年
で
二
十
六

図
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
　
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
は
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

塾、．
・
，

惣驚
勤

ー
概
、

耀
　
｛

で
璽

き
　
を

彰
馨
一
」
　
鱈

編、．ふ．一』恥ゴ
この子達のように良い環境で明かるくすこやかに…

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
白
石
市
で
は
、
福
祉
事
務
所
が
窓

口
と
な
り
、
白
石
市
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て

運
動
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
の
重
点
目
標
は
、
　
「
青
少
年

の
非
行
防
止
活
動
の
推
進
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
急
激
に
変
動
す
る
社
会
、
経
済
に

伴
う
価
値
観
の
多
様
化
、
情
報
の
は

ん
濫
な
ど
の
世
相
を
反
映
し
て
、
ご

く
普
通
の
家
庭
の
少
年
に
よ
る
非
行

が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
内
容
的
に
も
、
従
来
か
ら
の
悪
質

凶
悪
な
非
行
に
加
え
て
、
集
団
万
引

や
暴
走
族
集
団
の
対
立
抗
争
に
よ
る

暴
力
事
犯
、
あ
る
い
は
性
の
逸
脱
行

為
等
の
い
わ
ゆ
る
遊
び
型
な
い
し
、

逃
避
型
の
非
行
が
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
市
民
一
人
一
人
の
理
解
と
参
加
を

得
て
、
青
少
年
の
非
行
防
止
と
、
非

行
に
陥
っ
た
者
の
更
生
に
力
を
尽
く

し
、
明
る
い
社
会
の
実
現
を
期
そ
う

で
は
あ
畦
ま
せ
ん
か
。

改
善
さ
れ
た
国
民
年
金

生活のすべてに安全を

翻琵安全の日7月1日

で
膏
．
蜜
選
等
ス

毒
や
鈴
餓
賦
す
羅

での生活のあらゆ

行動の安全につい

蜜金確像瓢蟹意し

選を高め　産業災

等国民の目常生活

ス害の発生の防止

安全の日」を創設

人
噴
そ
る
人

一
施
　
　
す
　
、

人
て
茂
化
故

一
い
額
慣
事

の
お
遊
義
通

民
に
壷
を
交

国
面
反
れ
　
、

　
　
る
て
こ
害

白石市

の安全をおびやおで

をはかるため「麟拶

しました。

　　　総理府・

月
額
二
〇
、
五
〇
〇
円
（
十
年
年
金
）
に

　
待
望
の
国
民
年
金
改
正
法
が
、
五

月
成
立
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
は
、
財
政
再
計
算
期

を
、
一
年
繰
上
げ
、
本
年
度
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
改
正
内
容
は
、
年
金
額
の
引

き
上
げ
、
ま
た
障
害
年
金
の
廃
疾
認

定
日
の
短
縮
、
障
害
年
金
や
遺
児
年

金
と
他
の
年
金
制
度
と
の
通
算
制
度

の
創
設
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
も
の

に
な
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
厚
生
年
金
保
険
か
ら
国

民
年
金
に
変
っ
た
人
が
障
害
者
に
な

っ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
期
間

を
つ
な
い
で
国
民
年
金
の
支
給
要
件

　とぴ出すな、車は
　’1い　急にとまれない

6

を
み
た
し
て
い
れ
ば
、
障
害
年
金
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
福
祉
年
金
引
上
げ

　
拠
出
年
金
と
の
調
整
を
し
、
老
齢

福
祉
年
金
を
月
額
一
三
、
五
〇
〇
円

に
引
き
上
げ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

年
金
額
も
二
、
O
O
O
円
前
後
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
年
金
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
子
の
年
齢
に
つ

い
て
も
義
務
教
育
終
了
前
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
十
六
歳
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
所
得
制
限
や

一
般
公
的
年
金
の
併
給
限
度
額
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
緩
和
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

箋の交蓮安全運動
　　廊講窃　7肋幡一覇2鰻

　　道路であそばせない

車のかげの車に注意

ζび康すなノ寧は響に轟ねない

〆　　“市民による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　「

　　　　6，、、麟欝旛，にお、、　、」、『1

　　て、大勢の市民が参加して行われました。

　　　その道一筋に、永年にわたり貢献された

　　　勲五等瑞宝章　　跡辺定工門（木材事泉）

　　　勲五等双光旭日章大野彦七郎（地方航　　　“陛　齢幣、
　　　勲六等瑞宝章村上八＋四（消防）　　　　　　．恩1羅
　　の各氏が、晴れて叙動の栄に浴され、市民　　　　　　　　　　　　　　　　　、☆響

綴轡　とりおこ　麗．～ギ！畢
一一一一一一葎向叢爵題…一一一一…一一…

“難工事中の難工事

　　　　蔵王トンネル貫通。

　東北新幹線で最i《の蔵Eトンネルl　l1．21
km）のうち原～石母田工区開が6月4日貫
通しました。

　原工区（3．19km）は、大量のわき水と破
砕帯に悩まされ、う回導坑を掘って前進す
る難工事であった。
　同日午前11時、高山工事局1モによって、
原工区最後の発破スイッチを入れ、貫通し
ました。

　白石市、国見町の県議、，議会，，剤を、工事

関係者が喜びの握手をかわして、貝通を祝
いました。

明
冶
の
史
跡
め
ぐ
り
・
④

延
命
寺
山
門

白
石
市
史
編
纂
委
員

　
明
治
二
年
六
月
、
白
石
藩
主
南
部

彦
太
郎
利
恭
は
版
籍
を
奉
還
し
て
白

石
藩
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
重
い
腰
を

上
げ
て
八
月
十
』
一
日
に
初
め
て
白
石

城
に
入
っ
た
。
数
日
後
、
東
北
の
諸

藩
・
県
を
監
察
す
る
両
羽
三
陸
磐
城

按
察
府
が
白
石
に
設
置
さ
れ
、
、
二
等

陸
軍
将
（
公
卿
出
身
）
の
坊
城
俊
章
以

下
二
十
五
名
の
役
人
が
入
城
し
、
や

が
て
白
石
を
去
っ
て
盛
岡
に
復
帰
す

る
事
に
な
っ
て
い
た
南
部
氏
と
同
居

す
る
形
と
な
っ
た
。
九
月
二
十
日
に

南
部
氏
は
去
り
、
新
設
の
白
石
県
庁

に
は
権
知
事
（
姫
路
藩
出
身
）
武
井
守

正
以
下
二
十
一
名
が
着
任
し
た
が
、

白
石
城
に
は
入
れ
ず
、
按
察
府
と
の

い
ざ
こ
ざ
も
起
き
て
、
白
石
県
庁
は

十
一
月
末
に
は
角
田
に
移
り
、
こ
の

地
方
は
角
田
県
の
管
轄
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
こ
の
政
治
の
混
乱
期
に
白
石
地
方

　
　
　
　
　
　
そ
う
じ
ょ
．
ρ

に
初
め
て
農
民
騒
擾
力
起
っ
た
が
大

事
に
至
ら
ず
鎮
圧
さ
れ
た
。
　
『
方
旧

片
倉
家
臣
の
主
力
は
北
海
道
移
住
の

計
画
を
進
め
て
い
た
が
、
そ
の
経
費
、

の
捻
出
に
苦
慮
し
、
遂
に
白
石
城
を

売
却
し
て
そ
の
費
用
に
あ
て
る
事
を

按
察
府
に
酬
願
し
て
遂
に
そ
の
許
可

を
得
た
の
で
あ
る
。
あ
た
か
も
三
年

十
月
に
は
按
察
府
が
廃
止
さ
れ
る
事

白
石
城
解
体
の
こ
ろ

　
　
　
　
　
飯
　
沼
　
寅
　
治

に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
か
、
問
も
な
く
新
政
府
の

直
轄
軍
隊
を
束
北
に
。
，
屯
さ
せ
る
事

に
な
り
、
暫
時
の
間
自
石
城
に
旧
岡

山
藩
一
こ
大
隊
約
六
百
名
力
，
屯
す

る
事
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
既
に
鶴
見

屋
（
今
井
）
専
右
工
門
に
払
下
げ
て

い
た
白
石
城
家
作
二
宇
を
ム
王
部
角
川

県
が
買
戻
し
て
、
明
治
四
年
四
月
に

兵
隊
屯
所
用
に
提
供
し
た
。
こ
の
軍

隊
は
十
｛
月
十
日
ま
で
白
石
城
に
と

ど
ま
り
、
そ
の
後
仙
台
の
東
北
鎮
台

に
移
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
旧
物

破
壊
の
風
潮
が
高
ま
っ
て
お
り
、
旧

片
倉
家
臣
も
少
な
く
な
っ
た
当
地
方

で
は
白
石
城
は
無
用
の
物
と
さ
れ
、

兵
部
省
、
陸
軍
省
・
大
蔵
省
と
所
管

が
代
っ
た
が
、
明
治
七
年
七
月
．
］
十

八
日
に
、
片
倉
旧
家
臣
御
代
田
円
八

ら
に
払
下
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
分
割

解
体
さ
れ
破
却
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
表
紙
写
真
は
、
現
在
の
城
山
の
大

鳥
居
の
辺
に
あ
っ
た
白
石
城
厩
門
を

移
建
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
白
石

城
跡
に
は
本
丸
に
茶
室
、
本
丸
入
口

に
、
大
手
門
の
土
台
石
、
古
井
戸
が

残
存
し
、
本
町
当
信
寺
の
山
門
と
し

て
白
石
城
東
口
門
な
ど
が
残
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の

い
る
の
み
で
、
往
時
を
偲
ぶ
よ
す
が

は
な
く
、
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。
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▲

　
．
r
ど
も
会
で
は
、
み
ん
な
で
楽
し

く
遊
ん
だ
り
、
み
ん
な
で
力
を
あ
わ

せ
て
仕
事
を
し
て
い
く
な
か
で
、
よ

り
よ
い
お
友
達
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
を
学
び
ま
す
。

　
．
r
ど
も
会
と
い
っ
て
も
、
．
†
ど
も

だ
け
で
で
き
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
大
人
の
人
の
協
力
や
、
ジ

ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
の
協
力

が
必
要
で
す
。
地
区
．
r
ど
も
会
育
成

劇博

㎜
介

ψ

紹
…
所

㎜
講

，劃剰

加し

まし

f
大
人
の
協
力
が
必
要

の
た
め
、
こ
父
兄
の
方
々
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
子
ど
も
会
の

　
　
　
　
　
ね
ら
い

　
．
士
ど
も
会
で
は
、
遊
び
を
中
心
と

し
た
活
動
や
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
通

し
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
や
っ
て

い
く
こ
と
が
ど
ん
な
に
大
切
な
こ
と

か
学
び
ま
す
。
学
校
と
ち
が
っ
て
、

より豊かな生活のために奉仕を

学
年
も
年
齢
も
ち
が
う
人
同
志
の
集

ま
り
で
す
か
ら
、
お
た
が
い
の
協
力

な
し
に
は
活
動
は
す
す
み
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
学
校
で
は
で

き
な
い
幅
の
広
い
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
会
の
お
お

き
な
ね
ら
い
の
ひ
と
つ
で
す
。
お
た

が
い
に
協
力
し
な
が
ら
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　　　片倉工業株式会社　白石工場

　　　　　白石市字桜小路43番地

設　　立　大正9年3月23日

資本金17億5干万円
工場畏今野文夫
従業員数　男12を，、女123名　計135名

主要製品　紳1：、婦人、子供物用各種メリヤス肌着

ブランド　キャロン

　昭和45年に製糸工場からメIlヤス縫製事業に転
換し、キャロンの銘柄による高級メリヤス肌着の
製造工場です。キャロン製品は、高度の近代設備
と優れた技術・品質管理の一一貫生産により、肌ざ

わりの良さと、ソフトな着心地をもって親しまれ
ております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喝［1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　　　　　　φ、　　　　　　　　　　　　　　　　ト岬・　　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　　　　即・　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　・II“　　　　　　　　　　　　ψ　　　　　　　　　　　r111　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　網1　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　・閣II　　　　　　　　φ　　　　　　　　F－ll　　　　　　　ゆ　　　　　　　Ill　　　　　　，　　　　　φ　　　　・Ill　　　φ　　　・1押・　　φ　，　サ

に
す
す
ん
で
参
加
し
て
、
そ
の
な
か

で
楽
し
み
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
知

識
を
身
に
つ
け
た
り
、
心
や
体
を
き

た
え
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
発
表

力
や
指
導
力
を
自
然
に
身
に
つ
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
う
し
て
、
お

友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
、
毎
日
の
生

活
も
イ
キ
イ
キ
し
た
も
の
に
な
リ
、

豊
か
な
あ
か
る
い
生
活
が
お
く
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
少
年
時
代
に
得
た

経
験
は
、
大
入
に
な
っ
て
も
大
い
に

役
立
つ
も
と
に
な
り
ま
す
。
だ
れ
と

で
も
仲
良
く
、
協
力
し
て
や
っ
て
い

け
る
よ
う
な
人
に
な
る
こ
と
は
、
だ

れ
も
が
願
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
日

日
の
活
動
の
ね
ら
い
を
し
っ
か
り
と

ふ
ま
え
て
、
自
信
を
も
っ
て
．
†
ど
も

会
活
動
を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　講演と映画のつどい
日本民俗記録映画r凧』上映入場無料

講演“日本の凧について
　　　日本凧の会　，詣藤　忠夫先生

7月24日14100～市民会館
中央公民館・白石ユネスコ協会

交
通
事
故

①
の
願
い

上杉　みや子さん
（白石・十王堂）

　
”
交
通
事
故
”
ま
た
か
！
と
言
う

よ
う
に
茶
飯
事
に
な
っ
て
き
た
昨
今
、

こ
れ
は
何
に
が
起
因
し
て
い
る
の

で
し
よ
う
か
。

　
急
激
な
交
通
量
の
増
加
に
よ
る

こ
と
は
勿
論
の
事
で
す
が
、
交
通

事
故
は
人
災
と
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か

大
半
で
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
！
の
方
は
、
酒
呑
み

運
転
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、

無
理
な
追
越
し
な
ど
違
反
す
る
行

為
は
絶
対
し
な
い
よ
う
心
掛
け
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
ま
た

歩
行
者
は
車
に
対
す
る
慣
れ
か
非

常
に
危
険
な
事
で
す
。
車
に
乗
っ

て
い
て
、
目
の
前
に
飛
び
出
し
て

く
る
．
r
供
、
車
の
直
前
を
突
走
る

自
転
車
に
は
、
ヒ
ヤ
ッ
と
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

　
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
母

さ
ん
は
、
常
に
子
供
か
ら
目
を
離

さ
す
、
看
視
す
る
よ
う
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
．
ま
た
学

校
へ
行
く
お
．
士
さ
ん
に
は
、
忘
れ

物
の
な
い
よ
う
に
、
笑
顔
で
ひ
と

こ
と
、
車
に
注
意
し
て
ネ
”
と
声

を
か
け
て
気
持
よ
く
送
り
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
交
通
事
故
ほ
ど
悲
惨
な
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
．
幸
せ
な
家
庭
ま
で

も
破
滅
に
お
い
や
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。

　
私
達
主
婦
は
、
交
通
事
故
か
ら
、

家
族
を
守
っ
て
や
る
事
も
、
仕
事

の
『
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。
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第2回ジュニアリーダー養成研修会

　　　　　〔初級資格取得）

と　き　71121H－2211
ところ　［仔1巾肖少年のろ、1小久保1り

対象第1［”！研修者

経　費　600円咬通費を除（1
申込み　7駐10目まて市教委妊会教育，，理1へ

人の家一
　華　 道5．19

　料理（m6．20
　着物着付12．26

備
難
鋼
難
謡
紬
道
聯
理
犠
道
裁
警
．
．
、
、

　
　
　
理
肋
人
漕
親
斜
　
労
踊
千
　
小
　
タ
ダ
ト
タ

働
　
齢
老
書
盆
民
翻
勤
鷲
道
道
肋
交
イ

一
茶
料
習
本
　
一
　
　
　
　
　
　
一
日
茶
料
華
華
剣
和
フ
社
ス
民
ギ

祉センター一
　碁　　　6・20

　花　　　7・21

謡　　　9・23
　曲　　　2・16

道　　　8・22

少年ホームー
2充　　 5・12・19・26
矛充　　 6・13・20・27
理　　 6　・13・20・27

坊　　 1　・8・15曹22

流　 2・9。16・23
道　　 2　・9・16・23・30

裁　　 3・10・17。24
ス　　 6・13・20。27

ス　 1・8・15・22・29

－　 1・8・15・22・29
；雷　　 2　・9。16・23・30

－　　 3・10●17・24。31

ン｛lll虚llll50
ポンピ

日

．宮城県警察官募集
17月12日より申込受付

　宮城県警察では、来春4月採用

予定の警察官を募集します。

〉　受験資格

　昭和24年4月2日から昭和34年

4月1日までに生れた男f
I〉　試験区分及び採用人員

⊃　警察官A…大学卒業者及び52

　年3月卒業見込の者（短期大学

　を除く）………約35名

②警察官B…A以外の者約40名
1〉　試験目

　第一次試験　10月3日
　第二次試験　10月下旬

》　受付期問

　7月12日から9月22日まで、受

験申込書は白石警察署に備えてあ

ります。　　　（白石警察署）

夢繭幽画7月の納期輪繭輪鷲
1固定熊税第2期1
篭　　　　　　　　　　墨
篭　国民健康保険税　第2期　　疹

論禦聖鯉鯉榊鯉寧鯉鯉鯉寧寧鯉裾

・バ・卑黒庫璽盟妬
　　　　　　　　6月1日現在
　　総人ロ41，311人
　　　　男20，085人
　　　　女　　21，226入

　　世　帯　数　9，980世帯

　　　　　　　　　7月0の相談

　場　　　　所

市役所市民相談室

市役所第2会議室

市　役　所

市役所福祉事務所

市　役　所

市役所福祉事務所

大鷹沢出張所

時　　　問

10：00～12：00

相談日

　5

10：00～12；0016・265

10：00～15：0022

10：00～12：00206

10：00～12：005

13：00～15：007

相談区分
行　政　相　談

定期生活相談
社会保険相談
高齢者職業紹介

人権擁護相談
補聴器巡回サービス

10：00～12：0023〃

なみ

のん

図
書
館

子
ど
も
の
新
し
い
本

　
　
夏
休
み
に

　
　
　
読
み
ま
し
よ
う

小
学
生
日
本
の
民
話
　
小
峰
　
辞
店

日
本
の
古
典
童
話
　
　
小
峰
　
件
店

少
年

少
女
サ
ス
ペ
ン
ス
シ
リ
ー
ブ
、

　
　
　
　
　
　
学
習
研
究
祉

科
学
ア
ル
バ
ム

ジ
ュ
ニ
ア
博
物
館

ス
ポ
ー
ツ
全
集

野
球
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

お
し
ら
さ
ま
（
小
学
）

　1／主性のある」な供に育てること

を、，、佳もが望んでいます。

　みなさんはどうされていますか。

　その方法は親が一緒になつて、

その方向に1’・供が向うように考え

てやらなければなりません。やが

て子供は一八でやりとげる楽しさ

を身につけるのです。

　白石青年会議所では、市民のみ

なさんと共に学、三ご、学習会を次に

より行います。ご参加下さい。

〉日　　日寺　7月22日　13：00

　　　　　　　　　　　～16：00
レ場　　所　白石商工会議所

レ講　　師　白石青年会議所

　　　　　　初代理事長斎藤芳展

レ記念講演　　『千供に対する性教

　　　　　　育について』

　　　　　　永井病院長永井　宏

》会　　費200円（テキスト代）

〉申込み7月5日まで
　　　　　　白石商工会議所へ

　　　　　　（白石青年会議所）

小階ポf皆あ
峰　プ　か
　成＿成ね
計　　フ　　 珪

店社社社房

白．歪性ある子1育てる，丸めに

　　JOスクールヘとっぞ

　
囎
端
鶴
輔
禽
灘
魅

ビス旬間実施
1～22日

二活動・サービス訪問

・の感電防止に
力ください
大館市で電柱に昇って

；陵我をした中学生があ
．な場合でも電柱に昇ら
＝しましょう

力白石営業所

吾
鷺
苓
薯

廟
喚
肇
卑
羨

フ
ン
。
嬉
第
は

吾
輩
雌
舜
ち
い

璽
鉱
兄
吾

白
い
セ
ー
タ
ー
の
男
の
．
r
（
小
学
）

　
　
　
　
　
　
金
の
星
社

先
生
の
通
f
轟
（
小
学
）
階
　
成
　
社

の
ど
か
森
の
動
物
会
議
（
小
学
）

　
　
　
　
　
　
あ
か
ね
辞
店

海
と
ア
ル
プ
ス
（
小
学
）
ポ
プ
ラ
社

セ
キ
レ
イ
の
歌
（
小
学
）
文
　
　
　
研

虹
の
立
つ
峰
を
こ
え
て
（
中
学
）

　
　
　
　
　
　
　
ア
　
リ
　
ス

菓
．
r
放
浪
記
（
中
学
）
　
理
　
諭
　
社

北
の
村
（
高
校
）
　
　
中
兜
、
公
諭
朴

落
語
と
私
（
高
校
）
　
ポ
プ
ラ
社

生
き
る
た
め
の
自
由
（
高
校
）

　
　
　
　
　
　
斤
　
剛
　
丘

　
　
　
　
　
　
セ
ボ
　
　
ビ
　
　
ネ

幼
年
版
民
話
シ
リ
ー
ズ
借
　
成
　
社

宇
宙
へ
の
挑
戦
　
　
　
ポ
プ
ラ
祉

オ
ヤ
ジ
と
つ
く
ろ
う
日
曜
大
工

　
　
　
　
　
　
新
光
社

ニ
ュ
！
タ
イ
プ
室
内
飛
行
機
集

　
　
　
　
　
　
新
光
社

発
ぽ
う
ス
チ
ロ
ー
ル
を
い
か
す
・

ア
イ
デ
ア
工
作
集
　
　
　
新
　
光
　
祉

イ
ン
ガ
ル
ス
．
家
の
物
語
　
福
　
音
　
館

現
代
少
年
詩
プ
レ
ゼ
ン
ト
理
倫
　
　
社

少
年
－
、

少
餐
科
の
姦
と
観
轡
奪
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灘難．細癒廉灘一灘雛
　　51．7．1

健勇蔭2勿幽皇ク瘍警』
　　　鋤触．

月日

6．1

5

6

［
－

8

12

13

14

15

19

21

22

26

27

28

行事内容

灸ー
しカ

リ
ザ．

口1しホk～f

建重

妊　婦　教　弓

炎希建

り
「教モ

桑建　　厨｛　木H　　β炎

り
「教－

匠丑

3カ月児検、，参

f建　　1’喪　　揖1　蒔炎

妊　婦　教

健∫、｝老相　吠

一
’
『教－

術荘

12カ月児検、，参

6カ月児検亭，参

ミ41［ホ｛｝み建f
妊　婦　教　至

火
火季建

妊　婦　教　至

6カ月児検，診

桑建　　し括　　利1　一炎

一
う教－

市
［々

3歳6カ月児検1，参

能建　　厨ξ　　季目　　一炎

妊　婦　教　至

受付時間

13：00～13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

9；30～11：30

13：00－14100

9：30～11：30

13：00～14：00

13100～13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11二30

13＝00～14＝00

13：00～13：10

13：00～13：10

9：30～13：30

13；00～15：00

13：00～13：10

9：30一一11；30

13：00～14：00

12：30～13：00

9：30～11：30

13＝00～14＝00

実施場所

白石保健所・

白　　イ〔　㌃汀　子受　戸斤

越河出張所

大鷹沢公民館

白　　了『　∫呆　歪建　戸斤

大 公民館

白川公民館

市　民　会　館

市　民　会　館

』　住　農　協

婦人ホーム

小原元診療所

市　民　会　館

斎川公民館
白　　丁『　f呆　乖建　戸斤

福　岡　分　至

対 象 者

3月出生．者で越河、’蔚川、

福岡、小原地区の方
大’ド、大鷹沢、白川、

白石地区の方

越河地区の方

大鷹沢地区の方

3月出生者で白石地区の方

大一ド地区の方

白川地区の方

昭和50年6月出生の方

1月出生者で白石地区の方

三住地区の方

小原地区の方

1月出生者で越河、斎川、大’F、大鷹沢、白川、
福岡、小原地区の方

∫壽川地区の方

昭和48年1月出生の方

福岡地区の方

灘
顯
霧
灘

『一一

可愛いいお子様を結核から守りましょう

　小児結核はB　C　Gをまだ接種していない小児に多く、幼いお
1㌃さんほど、結核感染に対する抵抗力力拘く、重症になりやす
いといわれております。

　市では、可愛いいおチ様を結核から守るため、ツベルクリン

反応検査とBCG接種を行います。
　この機会に接種をしてください。なお、個人通知はいたしま
せんので、直接会場においでください。

　レ　目　程

　〉　対象者
　生後3カ月から4歳以下で、まだ一度もBCGの接種をして
いない幼児。

　レ　料　金　　無料
　〉　その他
つ　母チ手帳をお持ちください。

②はしかの予防接種前後1カ月以内の方ノ吏び、三看1昆合、日

　本脳炎予防接種後2週聞以内の方は受けられません。

地　区

自　石

越　河

L　川
大　』r

大鷹沢

Ir　川

隔　岡

小　 原

ツベルク
リン注射

7月6日
7月7日
7月7日
7月7目
7月12日

7月6口
7月12ロ

7月13日

ツ反測定と

BCG接種

7目8目
7月9日
7月9日
7月9日
7月14日

7月8日
7月14日

7月15日

時　　問

14＝10～15＝10

11110～11140
10＝00～10＝20

9＝30～　9：50

10：IO～10＝30

9＝20～　9＝40

13＝40～14＝30

9：40～10100

会　　場

市民会’
越でlr∫小学板

，記川小学校

大』F小学使
大li｛㌧～尺小学校

rI川中学校1

福岡中学校
小1泉小学k

区地峰
長
施

．

、
実

忘

翻王
鋸

蔵
人
川

●
成
老

住三

巡回検診車「やすらぎ号」による成人病検診を実施します、
ご自身のため受診いたしましょう。

　〉　日時及び場所　　　　　　　レ　対象者

会　場

ll’　う

三JI許勿杖

7月2日　　13　31）～14：00

7月16目　1330～14’00
7月26日　1330－1400
7月30［1　　13．30－14　00

　日　　　　時 　40歳以上の市民
　〉　検査種目
血圧、尿その他必要に応じて
心電図、眼底、血液検査も行
なう，

7月の休日当番医
日

4
11

曜

日

日

内 科

人で‘1［’院　⑤2502

芭　レ院⑤2410

外 科

刈川病院⑤2145
F城医院⑤2062

日

18

25

曜

目

日

内 科

加藤（FID医院　⑤2001

引地医院⑤2036

外 科

刈田病院⑤2145
ノ川慕（ノ堰院⑥2653

410


